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主な内容

大宮こども園       を開設
▪「多様な生物育む地域づくりへ連携」

（仮称）

11月号
平成23年
2011

弥栄町吉沢区で太鼓輿が復活



Ｑ
幼
稚
園
の
定
員
（
80
人
）
を
上
回
る
応
募

が
あ
る
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
現
在
、
ク
ラ
ス
を
増
や
す
こ
と
で
、
申
し

込
み
者
全
員
を
受
入
れ
る
方
向
（
規
則
の

改
正
）
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
応
募
状
況

を
知
り
た
い
か
た
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
保
育
所
と
幼
稚
園
の
行
事
は
、
別
々
に
行

う
の
で
す
か
？

Ａ
運
動
会
や
遠
足
な
ど
の
大
き
な
行
事
は
、

一
緒
に
行
い
ま
す
。

Ｑ
こ
ど
も
園
に
多
く
の
子
ど
も
が
入
園
す
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
自
主
性
が
伸

び
な
く
な
る
の
で
は
？

Ａ
子
ど
も
の
人
数
に
合
わ
せ
て
、
適
切
な
教

育
・
保
育
を
行
い
ま
す
。
職
員
が
不
足
す

る
場
合
に
は
、市
の
基
準
に
沿
っ
て
増
員
し
ま
す
。

Ｑ
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
通
わ
せ
る
予
定
で

す
。「
急
な
用
事
で
迎
え
が
遅
く
な
る
」

と
い
う
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
事
前
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

保
育
所
の
制
度
の
「
一
時
預
か
り
事
業
」

を
利
用
で
き
ま
す
。
平
日
は
夕
方
７
時
ま
で
、

土
曜
日
は
昼
12
時
30
分
ま
で
預
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｑ
「
預
か
り
保
育
」
を
利
用
し
た
い
の
は
月

に
４
日
間
程
度
で
す
。
日
割
り
計
算
し
て

も
ら
え
ま
す
か
？

Ａ
で
き
ま
せ
ん
。
預
か
り
保
育
は
、
月
単

位
の
利
用
で
す
の
で
、
月
額
の
保
育
料

１
万
２
千
円
（
８
月
は
２
万
円
）
が
必
要
で

す
。
月
に
数
回
だ
け
な
ら
、「
一
時
預
か
り
事
業
」

の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

Ｑ
こ
ど
も
園
内
の
幼
稚
園
の
降
園
時
（
14
時

30
分
）
に
、
通
園
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま

す
か
？

Ａ
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
保
育
所
の
通
所
バ

ス
が
運
行
す
る
運
行
経
路
上
の
地
域
の
か

た
は
、
登
所
８
時
30
分
、
降
所
16
時
30
分
の
バ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

Ｑ
上
の
娘
が
保
育
所
、
下
の
息
子
が
幼
稚
園

に
い
る
場
合
、
幼
稚
園
の
利
用
料
は
減
免

さ
れ
ま
す
か
？

Ａ
人
数
に
よ
る
減
免
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
稚

園
の
利
用
料
は
兄
弟
姉
妹
が
複
数
で
も
一

律
で
す
。
な
お
、
兄
姉
が
幼
稚
園
に
在
園
中
に
、

弟
妹
が
保
育
所
に
入
所
す
る
場
合
は
、
そ
の
年

の
保
育
料
の
み
２
分
の
１
減
額
の
適
用
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
３
人
目
が
保
育
所
に
入
所
す
る

場
合
は
、保
育
料
は
０
円（
免
除
）に
な
り
ま
す
。
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大
宮
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
の
説
明

会
の
様
子
（
大
宮
南
保
育
所
で
10

月
16
日
）

安
あん

藤
どう

  理
り

絵
え

さん今月の笑顔 （丹後町徳光）
プロフィール
平成5年2月生まれの18歳。間人中学
校から峰山高校に進学。今年の春に卒業
し、社会福祉法人みねやま福祉会に就
職。現在、弥栄はごろも苑の通所介護を
担当。社会人１年目として勉強ずくめの毎
日を送っている。

◆趣味は？

◆好きな食べ物は？

◆京丹後市のおすすめスポットは？

　デッサンです。月に１、2度は市内外をドライ
ブして、目に留まる景色を描きます。描いている
と雑念がなくなってきて、スッキリします。

　網野町の八丁浜です（表紙写真）。シーサイドパー
クはごみもなくきれいに整備されているので居心
地が良いです。愛犬のポコ（表紙写真・プードル）
もここが好きみたいなので、よく連れてきます。

　グラタンです。ブロッコリーと玉ネギ、エビは
必須。私もよく作りますが、やっぱり母の作るグ
ラタンが、心から温まっておいしいです。

表紙企画「　　　　　」に登場していただけるかたを募集していま
す。ご希望のかたは、広報係（☎ 69-0110）までご連絡ください。
自薦他薦を問いません。

今月の笑顔

市政トピックス	 P4
多様な生物育む地域づくりへ連携／市立２病
院の連携・調整機能を強化　ほか

情報ファイル	 P20

京丹後人 19	 P24

京たんごスポーツ	 P18

健康だより	 P13
京都府のひろば	 P12

市の文化財／図書館だより／広報クイズ　ほか

「ノルディックウォーキング」で、かぶと山散策／高
田松原の再生を／いのちを考える教室　ほか

峰山高等学校校軽音楽部
西田 優奈さん（宮津市須津）　竹中 絵理さん（大宮町口大野）

目　次
index

まちのわだい	 P10

大宮こども園（仮称）を開設	 P2

消防の広場	 P16
みんなの広場	 P14

2011.113

　
「
大
宮
こ
ど
も
園
（
仮
称
）」
は
、
０
～
５

歳
児
を
対
象
と
す
る
保
育
所
と
、
３
～
５
歳

児
を
対
象
と
す
る
幼
稚
園
を
同
じ
施
設
内

で
運
営
す
る
も
の
で
、
丹
後
こ
ど
も
園(

丹

後
町)

に
次
い
で
市
内
で
２
カ
所
目
と
な
る

幼
保
一
体
化
（
注
①
）
の
施
設
で
す
。

　
大
宮
こ
ど
も
園
は
、
今
年
３
月
に
改
訂
し

た
市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
に
基
づ
い
て

設
置
す
る
も
の
で
、
幼
稚
園
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
６
９
‐
０
６
２
０
）
ま
た
は

市
民
部
子
ど
も
未
来
課
（
☎
６
９‐０
３
４
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ム
を
保
育
所
の
３
歳
以
上
の
児
童
に
も
導
入

す
る
の
が
特
徴
。
平
日
の
８
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で
は
、
幼
稚
園
児
童
と
保
育
所
児

童
が
一
緒
に
活
動
し
ま
す
。

　
ま
た
、
両
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
と
峰
山
幼

稚
園
、
網
野
幼
稚
園
で
は
、
来
年
４
月
か
ら

「
預
か
り
保
育
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
預
か
り
保
育
」
と
は
、
保
護
者
の
希
望

に
応
じ
て
幼
稚
園
の
終
業
時
間
（
14
時
30

分
）
か
ら
16
時
30
分
ま
で
、
幼
稚
園
の
管
理

の
下
で
幼
稚
園
児
を
保
育
す
る
も
の
。
月
単

位
で
利
用
で
き
、
預
か
り
保
育
料
は
、
月
額

１
万
２
千
円
（
８
月
は
、
２
万
円
）
で
す
。

　　　
「
幼
稚
園
」
は
、
集
団
生
活
の
中
で
子
ど
も

た
ち
の
自
立
や
自
信
を
育
て
る
た
め
に
、
就

学
前
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
。

　
一
方
、「
保
育
所
」
は
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
保
育
を
す
る
と
と
も
に
、
０
歳
児
保
育
や

延
長
保
育
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
保
育
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

　
「
こ
ど
も
園
」
は
、
両
施
設
を
一
つ
屋
根
の

下
で
運
営
す
る
こ
と
で
双
方
の
利
点
を
生
か

し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
保
育
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。　

　　

市
で
は
、
国
の
「
幼
保
一
元
化
（
注
②
）」

政
策
を
踏
ま
え
た
つ
つ
、
保
育
所
再
編
等
推
進

計
画
に
沿
っ
て
、
今
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に

か
け
て
市
内
の
保
育
所
を
再
編
。
峰
山
町
、
弥

栄
町
、
久
美
浜
町
で
は
、
再
編
に
よ
り
統
合
し

た
保
育
所
で
、こ
ど
も
園
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
網
野
町
で
は
、
現
在
、
保
育
所
の
統

合
は
計
画
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
面
は
現
行
の

形
を
維
持
し
ま
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
、
大・

宮・

南・

保・

育・

所・

内・

に・

新・

た・

に・

幼・

稚・

園・

を・

設・

け・

た
「
大

宮
こ
ど
も
園
（
仮
称
）」
を
開
設
し
ま
す
。
今
回
は
、
こ
ど
も
園
の
概
要
や

今
後
の
幼
保
一
体
化
に
向
け
た
市
の
計
画
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こども園の一日

7：30 8：30 11：30 14：30 19：0016：30

こども園の概要

段
階
的
に
幼
保
一
体
化
へ

大
宮
こ
ど
も
園　

 
を
開
設

仮
称
（  
）

来年度から幼保一体化施設「大宮こども園（仮称）」が開設される大宮南保育所

	 P8
23 年ぶりに弥栄町吉沢区で太鼓輿が復活

生命の絆・ジオトピックス	 P19

※みんなの声の応募用紙

	 P6
諮問機関が条例や計画の見直し案を市長に答申
／国保だより

大宮こども園（仮称） 丹後こども園

（大宮こども園（仮称）・丹後こども園）

注①【幼保一体化】
　幼稚園と保育所を同じ施設内
で運営すること。幼稚園は文部
科学省、保育所は厚生労働省
が所管し、別々の制度の下で施
設を共用して運営する。幼保一
元化に向けた取り組みのひとつ。

注②【幼保一元化】
　幼稚園、保育所を統一した
制度で運営すること。国は、今
後「子ども家庭省（仮称）」を
新設し、平成 25 年からは両施
設を統合した「総合施設（仮称）」
の運用を検討している。

来年４月から

《入園募集期間》　平成 23 年11月10 日（木）～12 月2日（金）

▶こども園への応募
は、各保育所・幼稚
園でそれぞれ募集し
ています。
▶詳しくは、おしらせ
版（１１月１０日発行号）
７ページをご覧くださ
い。

《対象年齢》
保育所…0 ～５歳児
幼稚園…3 ～５歳児

《定       員》
保育所…大宮・200 人、丹後・120 人
幼稚園…それぞれ 80 人（予定）

《給  食  費》
保育所…保育料に含まれる
幼稚園…大宮・月額 3,500 円
　　　  丹後・月額 3,600 円

《保  育  料》
保育所…所得階層により、
  ０～２歳児・月額 0 円～75,400 円    
  ３～５歳児・月額 0 円～４５，８００円
幼稚園…月額 9,500 円

0 歳～２歳児（保育所） 延長
保育 延長保育

３歳～５歳児（保育所） 延長
保育 延長保育通常保育通常教育

３歳～５歳児（幼稚園） 通常教育 預かり
保　育

通常保育

　

 

丹
後
こ
ど
も
園
に
次
ぐ
２
カ
所
目

　

 

幼
保
を
生
か
し
た
「
こ
ど
も
園
」

　

 

段
階
的
に
「
こ
ど
も
園
」
を
開
設

　大宮こども園に通わせようかし
ら…。でも、こんな場合はどうす
るの？疑問に答えて！
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新
機
構
の
看
板
を
事
務
局
に
掲
げ
る
安
原
代
表

（
右
）と
岩
見
均
久
美
浜
病
院
副
院
長（
11
月
１
日
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
の
人
権
擁
護
委
員
の
委

嘱
状
伝
達
式
が
10
月
13
日
、
市
役
所
峰
山
庁
舎

で
あ
り
、
安
達
み
ね
子
さ
ん
（
大
宮
町
久く

住す
み

）、

田
中
直
子
さ
ん
（
峰
山
町
新に

ん

治ば
り

）、
給き

ゅ
う

田た

敏
之

さ
ん
（
網
野
町
網
野
）、
増
田
秀ひ

で

生お

さ
ん
（
丹

後
町
間た

い
ざ人

）
に
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
状
が
京
都

地
方
法
務
局
京
丹
後
支
局
の
春
名
貴
英
支
局

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、今
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
同
機
構
は
、
市
医
療
部
医
療
政

策
課
（
市
役
所
峰
山
庁
舎
内
）
に

事
務
局
を
置
き
、
両
病
院
の
院
長

や
副
院
長
、
看
護
部
長
、
事
務
長

と
市
医
療
部
長
の
９
人
で
構
成
。

代
表
に
安
原
院
長
が
、
副
代
表
に

　

市
役
所
各
庁
舎
と
市
福
祉
事

務
所
で
は
、
冷
房
温
度
設
定
を

29
度
に
引
き
上
げ
▼
照
明
の
間

引
き
点
灯
や
不
要
な
照
明
の
消

灯
▼
パ
ソ
コ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
こ
ま
め
な
電
源
オ
フ
―
な
ど

昼
間
の
電
力
使
用
を
抑
制
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
や
下
水
道
、

し
尿
の
処
理
施
設
で
は
、
作
業

を
平
日
か
ら
土
、
日
曜
へ
シ
フ

ト
す
る
な
ど
の
運
転
調
整
を
実

施
。
平
日
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
節

電
に
努
め
ま
し
た
。

　

ご
来
庁
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（新任）田中 直子さん

（新任）増田 秀生さん （新任）給田 敏之さん

（再任）安達 みね子さん
　

豊
岡
市
で
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
、
昨
秋
か
ら
本
市
に
も
飛

来
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
家
の
有

機
農
業
や
減
農
薬
栽
培
へ
の
関
心

も
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
団
体
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共

生
す
る
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
京
丹
後
」（
野
村
重し

げ

嘉よ
し

代
表
）
が

こ
の
10
月
に
久
美
浜
町
で
設
立
さ

れ
、
市
民
間
の
交
流
も
始
ま
る
な

ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
定
着
さ
せ
る
市

民
活
動
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
市
が
策
定
し

た
「
京
丹
後
市
生
物
多
様
性
を

育
む
農
業
推
進
計
画
」
に
基
づ
く

環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
農
業

両
病
院
に
お
け
る
医
療
提
供
を

基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
生
か
し
な
が
ら
、
質
の
高
い

安
定
し
た
医
療
提
供
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
原
代
表
は
「
両
病
院
の
連

携
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、
市
全

体
の
医
療
は
さ
ら
に
充

実
す
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い

る
得
意
分
野
を
生
か
し

な
が
ら
、
患
者
目
線
に

立
っ
た
医
療
を
提
供
す

る
た
め
、
可
能
な
こ
と

か
ら
実
行
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

神か
ん

野の

小
学
校
増
改
築
事
業 	

２
０
４
３
万
円

　

久
美
浜
町
の
田
村
小
学
校
と

神
野
小
学
校
、
湊み

な
と

小
学
校
の
３

校
を
平
成
25
年
４
月
に
再
配
置

す
る
計
画
と
し
て
い
る
た
め
、

拠
点
校
と
す
る
神
野
小
学
校
の

増
改
築
工
事
に
必
要
な
実
施
設

計
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

久
美
浜
中
学
校
増
改
築
事
業	

１
２
０
９
万
円

　

久
美
浜
町
の
久
美
浜
中
学
校

と
高こ

う

龍り
ゅ
う

中
学
校
の
２
校
を
平
成

25
年
４
月
に
再
配
置
す
る
計
画

と
し
て
い
る
た
め
、
拠
点
校
と

す
る
久
美
浜
中
学
校
の
増
改
築

工
事
に
必
要
な
実
施
設
計
費
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業
（
台
風
15
号
）	

８
９
４
０
万
円

　

９
月
の
台
風
15
号
に
伴
う
災

害
復
旧
費
。
農
地
・
農
業
用
施

設
に
１
９
６
０
万
円
、
林
業
用

施
設
に
１
９
９
０
万
円
、
公
共

土
木
施
設
に
４
６
４
０
万
円
、

保
健
体
育
施
設
に
３
５
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

平成22年 平成23年 差　引 比　較
７月 222,397 194,668 △27,729 △12.47％
８月 263,247 213,682 △49,565 △18.83％
９月 228,709 187,533 △41,176 △18.00％
合計 714,353 595,883 △118,470 △16.58％

電力使用量前年比較表
（単位：kwh）

（注）廃棄物処理施設などで実施したピーク時間帯の運転調整によ
　　る削減量は含んでいません。

平成 24年度に増改築工事が予定
されている神野小学校（久美浜町）

　
１
億
４
１
２
３
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
３
２
９
億

６
８
９
５
万
円
と
す
る
平
成
23
年
度
京
丹
後
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
が
、
10
月
24
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
市
議
会

で
可
決
、成
立
し
ま
し
た
。主
な
補
正
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。（
金

額
は
補
正
予
算
額
）

　
兵
庫
県
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
が
連
携
し
、
但た

じ
ま馬
・
丹
後
地
域

の
振
興
策
を
協
議
す
る
「
京
丹
後
市
・
豊
岡
市
合
同
会
議
」
が

10
月
17
日
、
両
市
長
ら
が
出
席
し
、
豊
岡
市
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
両
市
が
協
力
し
て
多
様
な
生
物
を
育
む
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
す
め
る
さ
と
づ
く
り
共
同
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

赤
木
院
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

所
掌
す
る
事
務
は
、
医
療
提

供
体
制
の
確
保
に
係
る
重
要
事

項
の
調
整
▼
医
師
や
看
護
師
体

制
の
確
保
▼
経
営
計
画
の
調
整

▼
施
設
・
設
備
整
備
に
係
る
重

要
事
項
の
調
整
▼
人
事
交
流
お

よ
び
人
材
育
成
―
な
ど
。
今
後
、

　
市
で
は
11
月
１
日
、
市
立
弥
栄
病
院
（
安
原
正
博
院
長
）
と

市
立
久
美
浜
病
院
（
赤
木
重
典
院
長
）
の
連
携
・
調
整
機
能
を

強
化
し
、
高
ま
る
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
医
師
不
足
な
ど
の

課
題
の
解
決
を
一
体
的
に
進
め
る
た
め
、「
京
丹
後
市
立
病
院

連
携
機
構
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

コウノトリが縁となり、豊岡市と京丹後市の結び付きがさ
らに深まった（久美浜町の川上谷川流域で今年２月撮影）

が
全
市
域
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
な

ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
巡
る
環
境
意

識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
両
市
が

共
通
認
識
を
持
っ
て
自
然
環
境

保
全
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
、

共
同
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

宣
言
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
生
物
が
息

づ
く
自
然
環
境
と
文
化
環
境
を

育
み
広
げ
、
将
来
に
わ
た
っ
て

守
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持
て
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
▼
市
民
や
事
業
者
、

行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
行
動
し
、

取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
る
―
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
両
市
の
さ
ら
な

る
連
携
を
呼
び
掛
け
る
中
山
市
長
（
中

央
）。
右
は
中
貝
豊
岡
市
長

採択された共同宣言

市
立
２
病
院
の
連
携・調
整
機
能
を
強
化

京
丹
後
市
立
病
院
連
携
機
構
が
発
足

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号
（
10
月
臨
時
市
議
会
）

学
校
再
配
置
関
連
な
ど
１
億
４
千
万
円

法務大臣から委嘱

人権擁護委員に４氏 多
様
な
生
物
育
む
地
域
づ
く
り
へ
連
携

豊
岡
市
と
京
丹
後
市
が
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
す
め
る
さ
と
づ
く
り
共
同
宣
言
」
を
採
択

電
力
使
用
量
、前
年
同
月
比
16
％
減

市
役
所
な
ど
の
節
電
対
策
、７
～
９
月
の
３
カ
月
間
実
施

節電

財政

　
市
が
関
西
電
力
㈱
の
節
電
要
請
を
受
け
て
、
こ
の
７
月
１
日
か

ら
９
月
末
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
庁
舎
な
ど
の
節
電
対
策
の
実
績
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
３
カ
月
間
の
電
力
使
用
量
は
、
前
年
と
比

較
し
て
16
・
58
㌫
減
と
な
り
（
下
表
）、
市
が
目
標
と
し
て
設
定

し
て
い
た
12
㌫
を
約
４
㌽
上
回
り
ま
し
た
。

医療

人権
広域連携
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平成 22 年度
国保会計決算

その他（諸収入など）
1億 3,651 万円（1.9%）

国民健康保険税
14億8,928万円（20.3%）

社会保険などからの交付金
14億 7,340 万円（20.1%）

歳　入
73億 2,623 万円

国・府支出金
23億 865万円（31.5%）

共同事業交付金
8億 23万円（10.9%）

繰入金（一般会計や基金）
7億 8,889 万円（10.8%）

療養給付費等交付金
3億 2,927 万円（4.5%）

歳入・歳出の財政状況（割合）

歳　出
71億 6,704 万円

その他（返還金など）
4億 5,967 万円（6.4%）

保険給付費
46億 2,527 万円（64.5%）

後期高齢者への支援
8億3,403万円（11.6%）

共同事業拠出金
8億 2,062 万円（11.4%）

介護保険への負担金
4億2,745万円（6.0%）

　
同
条
例
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
事
柄
を
定
め
た
最
高
規
範
で
、
前
文

と
32
条
で
構
成
。
４
年
以
内
ご
と
に
「
本

市
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
続

け
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
見
直
す

こ
と
」
と
さ
れ
、
こ
の
６
月
に
同
委
員
会

に
諮
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
市
民
や
地
域
団
体
な
ど

に
意
見
を
聞
い
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
り
し
て
、
計
７
回
に
わ
た
り
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、「
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

条
文
と
す
る
た
め
、
字
句
の
修
正
が
必
要

な
箇
所
が
あ
る
」
と
指
摘
。
第
13
条
（
青

少
年
の
権
利
）
に
つ
い
て
、
子
ど
も
へ
の

権
利
付
与
に
は
大
人
側
の
配
慮
が
必
要
で

あ
る
と
し
、「
市
民
団
体
お
よ
び
市
は
、

青
少
年
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
の
機
会
づ
く

　
昨
年
12
月
に
市
長
の
諮
問
を
受
け
た
同

審
議
会
（
専
門
部
会
）
で
は
、
現
計
画
で

の
施
策
や
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を

点
検
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果
を

踏
ま
え
た
改
定
案
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

京
丹
後
市
健
康
増
進
計
画
（
案
）

　

来
年
度
が
目
標
年
度
（
平
成
28
年
度
）

の
中
間
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
見
直
し
が

進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
。

　
案
で
は
、
主
旨
や
基
本
方
針
に
、「
健
康

大
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」「
命
を
大
切
に
す

る
地
域
づ
く
り
」
の
観
点
を
追
加
。「
自
殺

対
策
や
う
つ
病
予
防
」「
節
度
あ
る
適
切
な

飲
酒
」「
が
ん
予
防
」
を
施
策
の
重
点
項
目

と
し
て
、
新
た
に
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　市が京丹後市まちづくり委員会（板垣久
ひさ

彌
や

会長、12人）に諮問していた「京丹後市まち
づくり基本条例」の見直しについての答申が
9月 29日、中山市長になされました。市で
はこの答申を基に、同条例の一部改正を検討。
12月定例市議会に改正案を上程することとし
ています。

諮問機関が条例や計画の見直し案を市長に答申

　市が「京丹後市健康と福祉のまちづくり審議会」（細野
耕一会長、26人）に諮問していた健康と福祉関連の３つ
の計画についての答申が10月13日、中山市長になされ
ました。市は、この答申に基づいて計画案を作成。市議会
の議決を得た上で、来年４月からの施行を予定しています。

　○京丹後市健康増進計画 中間評価・見直し（案）
　○第２次京丹後市障害者計画（案）
　○第２次京丹後市地域福祉計画（案）

　○まちづくり基本条例の見直し　

り
に
努
め
る
こ
と
」
を
追
記
す
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、第
15
条
（
市
議
会
議
員
の
責
務
）

と
第
16
条
（
市
長
の
責
務
）
で
は
、
政
治

家
の
基
本
で
あ
る
と
し
て
、
政
治
倫
理
の

遵
守
を
求
め
る
文
言
を
加
え
た
修
正
を
提

案
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
育
成
を
う
た
っ
た

第
30
条
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

の
た
め
の
市
お
よ
び
市
民
が
有
す
る
責
務

に
関
し
、「『
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

を
つ
く
る
』
を
『
子
ど
も
を
学
校
や
家
庭

の
ほ
か
地
域
が
支
え
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
』
に
文
言
を
修

正
す
る
必
要
が
あ
る
」な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
答
申
に
際
し
て
、
国
の
法

改
正
な
ど
に
伴
う
現
行
制
度
の
見
直
し
や

市
政
運
営
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

は
、
変
更
の
必
要
は
な
い
▼
条
例
の
周
知

に
欠
け
て
い
る
た
め
、
積
極
的
に
市
民
に

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
―
と
意
見
を
付
し

て
い
ま
す
。

第
２
次
京
丹
後
市
障
害
者
計
画
（
案
）

　
来
年
度
か
ら
６
年
間
の
障
害
者
施
策
の

基
本
指
針
を
定
め
る
も
の
で
、
案
で
は
、

障
害
者
基
本
法
の
改
正
や
第
１
次
京
丹
後

市
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
と
の
整

合
性
を
重
視
。
基
本
目
標
に
「
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
」
や
「
障

害
者
雇
用
の
促
進
」
な
ど
５
項
目
を
設
定

し
て
い
ま
す
。　

　
推
進
施
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
「
生

き
が
い
・
社
会
参
加
支
援
」
を
追
加
。
計

画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。

第
２
次
京
丹
後
市
地
域
福
祉
計
画（
案
）

　
来
年
度
か
ら
５
年
間
の
地
域
福
祉
の
あ

り
方
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。案
で
は
、

現
計
画
の
基
本
理
念
や
基
本
目
標
、
取
り

組
み
の
方
向
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
上

で
、
新
た
に
施
策
の
目
標
数
値
を
設
定
。

計
画
推
進
に
当
た
っ
て
は
、「
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
で
、評
価・

検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

京丹後市健康と福祉のまちづくり審議会

京丹後市まちづくり委員会

非
常
に
厳
し
い
国
保
財
政

　

平
成
22
年
度
の
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
事
業
特
別

会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額

73
億
２
６
２
３
万
円
で
、
歳
出
総

額
は
71
億
６
７
０
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総

額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

１
億
５
９
１
９
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
１
億
２
３
３
０
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
的
な
単
年
度
収
支

は
、
３
５
８
９
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
が
、
国
保
財
政
の
状
況

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
保
税
率
の
改
正
、
保
険
給
付

費
は
増
加
傾
向

　

平
成
22
年
度
は
、
国
保
税
率

の
改
正
に
よ
り
、
１
人
当
た
り
の

保
険
税
は
７
万
６
７
６
８
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

国
保
の
医
療
費
は
毎
年
増
加

し
て
お
り
、
平
成
22
年
度
の
保

険
給
付
費
は
46
億
２
５
２
７
万

円
。
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

27
万
６
７
１
１
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
約
１
万
円
増
え
ま
し

た
（
表
）。

　

保
険
給
付
費
が
多
く
掛
か
る

疾
病
は
、
入
院
で
は
「
悪
性
新

生
物
」「
統
合
失
調
症
関
係
」（
精

神
系
の
病
気
）「
糖
尿
病
」。
入

院
外
で
は
「
高
血
圧
」「
糖
尿
病
」

「
悪
性
新
生
物
」
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
（
資
料
）。

医
療
費
の
適
正
化
を
推
進

　

医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行

な
ど
に
よ
り
今
後
も
増
加
が
見

込
ま
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
市
で

は
今
後
も
、
後
発
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
）
医
薬
品
の
普
及
や
医
療
費

請
求
の
審
査
な
ど
に
よ
り
、
医

療
費
の
適
正
化
を
進
め
ま
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
健
康
の

維
持
を

　

日
常
の
食
生
活
の
改
善
や
適

度
の
運
動
な
ど
は
、
受
診
機
会

の
多
い
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
健
康
の

維
持
、
増
進
を
図
り
、
医
療
費

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
27
万
７
千
円

国保だより
きょうたんご

実
質
単
年
度
収
支
、
３
５
８
９
万
円
の
黒
字

保険給付費が多く掛かる疾病
　　　　　　　　（H22.5月診療分）

１位	 悪性新生物（がん）
２位	 統合失調症関係（精神系の病気）
３位	 糖尿病
１位	 高血圧
２位	 糖尿病
３位	 悪性新生物（がん）

保険税・医療費を
被保険者1人当たりに換算すると…

京丹後市の国保加入者（平成23年9月30日現在）　世帯数：10,279 世帯、被保険者数：19,552人

DAT
A

第1回京丹後市まちづくり委員会（6月28日）

初審議会の様子（昨年12月17日）

保険税
（収入）

H21 66,435円 前年度比
10,333円の増H22 76,768円

医療費
（支出）

H21 265,347円 前年度比
11,364円の増H22 276,711円

保
険
事
業
課

☎
６
９
‐
０
２
２
０

入
　
院

入
院
外

資料

0

億円

平成 20年度

40

42

48

46

44

20

22

28

26

24

平成 21年度 平成 22年度

万円

保険給付費と1人当たりの医療費

43.3 億円

45.5 億円

46.2 億円
24.9 万円

26.5 万円 27.7 万円

0

…保険給付費
表

…1人当たりの医療費

ガイド



　
市
内
各
地
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
た
10
月

８
日（
土
）、弥
栄
町
吉よ

し
沢さ

わ
区（
１
０
３
世
帯・

９
月
末
現
在
）
で
は
、
23
年
ぶ
り
に
「
太た

い
鼓こ

輿ご
し

」
が
復
活
し
た
。
２
人
の
た
た
き
手
が
勇

壮
に
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、担
ぎ
手
は「
わ
っ

し
ょ
い
、
よ
い
や
さ
ぁ
」
の
掛
け
声
で
威
勢

よ
く
集
落
内
を
練
り
歩
い
た
（
写
真
）。

　
き
っ
か
け
は
今
年
の
春
。
区
内
の
30
～

40
歳
代
の
若
手
が「
ぜ
ひ
復
活
し
た
い
」と
、

区
に
相
談
を
持
ち
掛
け
た
。
吉よ

し

浪な
み

渉わ
た
る

さ
ん

（
40
）
は
、「
小
・
中
学
生
の
と
き
、
大
き
な

太
鼓
輿
と
活
気
の
あ
る
祭
り
を
見
て
興
奮

し
た
。『
よ
う
や
く
参
加
で
き
る
』
と
い
う

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
巡
行
し
な
く
な
り
、

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か
っ
た
。
必
ず
自
分
た
ち

で
復
活
さ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て

4多くの区民が沿道で声援を送る
5初めて見る太鼓輿に子どもたちも
大はしゃぎ 6若者たちで盛り上げた
太鼓輿は、夜遅くまで巡行した 7
祭りを機に、世代を超えたコミュニ
ケーションも

1

3

4
5

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　
室む

ろ

田た

光み
つ

彦ひ
こ

区
長
（
67
）
は
「
祭
り
を
生

か
し
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
い
う

思
い
は
、
若
者
も
年
寄
り
も
同
じ
」
と
、
消

防
団
員
や
区
の
役
員
ら
９
人
で
太
鼓
輿
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
準
備
を
進
め
た
。

　
当
日
夕
方
５
時
、
約
50
人
が
神
輿
の
前

に
集
結
。
太
鼓
が
力
強
く
打
ち
鳴
ら
さ
れ

る
と
、
掛
け
声
と
と
も
に
神
輿
が
担
ぎ
上

げ
ら
れ
、
祭
り
が
始
ま
っ
た
。

　
沿
道
に
は
、
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
区
民

が
詰
め
掛
け
た
。「
復
活
す
る
と
聞
き
、
夫
、

子
ど
も
と一緒
に
里
帰
り
し
ま
し
た
。
夫
は
担

い
で
い
ま
す
」
と
復
活
を
喜
ぶ
女
性
の
姿
も
。

　
太
鼓
輿
は
、
行
く
先
々
で
声
援
を
受
け

な
が
ら
、
集
落
全
域
３・３
㌔
の
道
の
り
を

約
５
時
間
か
け
て
回
っ
た
。

　
実
行
委
員
長
の
土ど

肥ひ

靖や
す

昌ま
さ

さ
ん
（
70
）

は
「
祭
り
を
覚
え
て
い
る
者
が
少
な
く
て
、

資
金
繰
り
か
ら
神
輿
の
組
み
立
て
、
飾
り

付
け
ま
で
手
探
り
で
進
め
た
。
一
番
の
不
安

は
、
区
民
の
反
応
だ
っ
た
。
で
も
、
ふ
た
を

開
け
て
み
る
と
、
多
く
の
か
た
か
ら
思
っ
た

以
上
の
寄
付
や
料
理
、
休
憩
場
所
の
提
供

を
い
た
だ
い
た
。
祭
り
は
大
成
功
。
町
お

こ
し
に
つ
な
が
る
一
歩
だ
」と
、胸
を
張
っ
た
。

1昔の神輿を思い出しつつ飾り付
けする土肥靖昌さん（右上）ら 2 23
年ぶりにコンビを組んだたたき手の
土肥勝さん（右）と森重俊さん 3
復活への中心的役割を担った吉浪
渉さん（手前）が先導役を務めた

7

6

「
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
や
り
た
い
」

2

●●

●

弥栄町

吉沢

至丹後町

公民館

峰山町

弥栄中
弥栄市民局

竹
野
川

矢田橋●

弥栄町吉
よし

沢
さわ

区で太
たい

鼓
こ

輿
ごし

が復活

・製　造　昭和 22 年
・重　量　800㎏
・長　さ　10 ｍ（担ぎ棒）
・神　輿　1.3 ｍ四方 （井垣部）
・素　材　骨格部はケヤキ、装飾部はヒノキ
・太　鼓　鼓面 48ｃｍ（1尺 6寸）
・担ぎ手　30 人

吉沢区太鼓輿

82011.112011.119



102011.112011.1111

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」で
、か
ぶ
と
山
散
策

神
野
地
域
里
力
再
生
協
が
初
開
催
、63
人
が
心
地
よ
い
汗

　峰山中学校の1年生が10月13日、京
丹後製茶工場（久美浜町永

なが

留
どめ

）を訪問し、
本市のお茶生産について学びました。
　地元の産業を知る総合学習の一環で行
われ、12人が参加。府丹後農業改良普及
センター職員・堤

つつみ

保
やす

三
ぞう

さんの案内で、機械
設備や製造過程を見学したり、蒸した茶葉
の香りや手触りを体験したりしました。
　堤さんは、市内に約 48㌶ある茶園で、
「煎

せん

茶」「かぶせ茶」「てん茶」が生産され
ていることや、茶葉の摘み取り作業は、府
南部の主要産地と異なり大型機械で行われ
ていることなどの特徴を説明。「市内の『道
の駅』などで販売しているので、ぜひ味わっ
てほしい」と呼び掛けていました。
　生徒たちは「市内でお茶の栽培が始まっ
たきっかけは何か」「荒茶ができるまでどれ
くらいの時間がかかるのか」など質問し、
熱心にメモを取っていました。横田秀

ひで

人
と

君は
「機械が多いことにびっくりした」と感想を
話していました。

　「いのちを考える教室」（府、府警察本部共催）が10
月18日、大宮中学校であり、全校生徒 328人が命の
尊さについて考えを深めました。
　犯罪被害者遺族で府犯罪被害者支援コーディネーター
の岩

いわ

城
き

順
より

子
こ

さんが講演。「家族の幸せが一度に崩れ去っ
た」と理不尽な暴力で長男を亡くした体験を振り返り、
長く続く苦悩などを話しました。
　最後に岩城さんは「自分を大切にしてこそ他人を大切
にできる。被害者にも加害者にもならないで」と生徒た
ちに語り掛けました。　

　「東日本大震災で壊滅的な被害に遭った岩手県陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市の名勝“高田松原”の再生を支援しよう」と、琴引
浜の海岸林保全に取り組む網野町の琴引浜白

はく

砂
しゃ

青
せい

松
しょう

保
全委員会（岡田一雄委員長）は10月23日、被災地に届
けるクロマツのポット苗を作りました。同委員会では「数
年がかりで苗木を育てて、被災地の復興に区切りがつけ
ば届けたい」としています。
　琴引浜周辺で行われた「第６回琴引浜保全ツアー」の
取り組みで、市内外の小学生など 35人が参加。午前は、
浜の周辺で採取した自然発芽の幼木をポットに移植。午
後は、琴引浜鳴き砂文化館（同町掛

かけ

津
づ

）に移動し、府緑
化センター（福知山市）から取り寄せた苗木をポットに移
し替える作業を行いました。参加者たちはこの日、約1,000
個のポット苗を作り上げました。
　岡田委員長は「１万本程度を届けることを目標に、活動
を継続していきたい」と意気込んでいます。

　「丹後森林農業体験教室」（丹後土地改良区主催）が
10月23日、丹後あじわいの郷（弥栄町）周辺で行われ
ました。同町内の親子連れなど45人が、農業体験や里
山散策など多彩な催しを通して、森林や農地、水源の役
割と重要性を学びました。
　参加者たちは、国営開発農地の鴨

かも

谷
だに

団地内にある観
光農園でナシ狩りを体験した後、鳥取第1団地に移動し、
農業用貯水池を見学。丹後あじわいの郷では、園内の
散策路を歩いて植物観察をしました。木の枝を使った鉛
筆や名札を作る木工教室もあり、子どもたちは思い思い
に作品を作り上げていました。

　秋の依
い

遅
ち

ヶ
が

尾
お

山（丹後町）への登山を楽
しむ催しが10月16日に行われ、町内外か
ら訪れた約 50人が標高540㍍の山頂を目
指しました。
　「“丹後町のシンボル”に登り、豊かな自
然に親しもう」と同町の各地区公民館が合
同で実施。地元矢

や

畑
ばた

区の「依
い

遅
ち

ヶ
が

尾
お

祭り」
に合わせて、昨年に引き続き２回目の開催
となりました。
　晴天となったこの日、参加者たちは額に
汗を浮かべながら約１時間の山歩きを満喫。山頂では、日
本海の眺望を楽しんだり、東日本大震災の被災地への応
援メッセージなどを付けた「夢風船」を放ったりしました。
　初企画の「大声コンテスト」には10人が挑戦。「京丹後
市頑張ろう」など思い思いの言葉を叫んで、声の大きさを
競い合っていました。

蒸した茶葉の香りを試す生徒たち（京丹後製茶工場内）

　久美浜町の「かぶと山」（標高192㍍）
周辺をノルディックウォーキングで散策する
「かぶと山秋路健康ウォーク2011」が 10
月16日、神

かん

野
の

小学校（同町神
かん

崎
ざき

）をスター
トし久美浜健康センター（同町浦

うら

明
け

）をゴー
ルとする約５㌔のコースで開かれました。
町内外の家族連れや友人グループなど63
人が参加し、心地よい汗を流しました。
　ノルディックウォーキングは、スキーのス
トックに似た２本のポールを使用。通常の
ウォーキングに比べてエネルギー消費量が
増す上、足腰への負担が少ないとして注目
されています。
　神野地域里力再生協議会（松本義雄会
長）が初めて開催。参加者たちは、仲間と
の会話を楽しみながら、久美浜湾が一望で
きる登山ルートを軽快に歩きました。
　高尾憲

のり

代
よ

さん（同町口
くち

馬
ま

地
じ

）は「興味が
あったノルディックウォーキングに初めて挑戦
しました。久しぶりのかぶと山を楽しみました」
と笑顔。松本会長は「ポールのおかげで思っ
た以上に登山が楽でした。参加した皆さんも
効果を実感してもらえたのでは」と話し、連
続開催に意欲をのぞかせていました。
　健康センターでは、地元の郷土料理「茶
がゆ」やうどんなどが振る舞われ、参加者
たちは山歩きの疲れを癒していました。　

弥
栄
町
和
田
野
か
ら
参
加
し
た
大
槻
隼
也
（
お
お
つ
き
・
し
ゅ
ん
や
）

君
は
、
お
母
さ
ん
に
抱
き
上
げ
て
も
ら
い
な
が
ら
ナ
シ
狩
り
に
挑
戦

依遅ヶ尾山山頂で「夢風船」を一斉に放つ参加者たち

“ノルディックポール ”を使ってウォーキングを楽しむ参加者たち（久美浜町神
崎地内）。ポールは、神野地域里力再生協議会が今回50セットを講入した

「高田松原」の再生を願ってポット苗を作る子どもたち

暴
力
で
長
男
を
亡
く
し
た
体
験
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
命
の
大
切
さ
を
生
徒
に
語
る

岩
城
順
子
さ
ん
（
大
宮
中
体
育
館
）

峰
山
中
生
徒
が
京
丹
後
の
茶
生
産
学
ぶ

京
丹
後
製
茶
工
場
訪
問
、
製
造
過
程
な
ど
見
学

「
高
田
松
原
の
再
生
を
支
援
し
よ
う
」

白
砂
青
松
保
全
委
が
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
作
り

依い

遅ち

ヶが

尾お

登
山
、50
人
が
楽
し
む

標
高
５
４
０
㍍
で「
夢
風
船
」放
ち
、大
声
競
う

森林と農地への理解、体験で深める
「丹後森林農業体験教室」に親子ら45人

大宮中で「いのちを考える教室」
犯罪被害者遺族が講演、命の尊さ語る

10月23日
弥 栄 町

10月16日
丹 後 町

10月13日
峰 山 町

10月16日
久美浜町10月23日

網 野 町

10月18日
大 宮 町
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食べて、動いて、糖尿病を予防しよう

　　

府
で
は
、
今
年
３
月
に
発
生
し
た

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
放
射
能
漏
れ
事
故
に
関
し
て
、
京

都
府
内
産
の
農
畜
水
産
物
に
含
ま
れ

る
放
射
性
物
質
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
６
月
15
日
以
降
、
毎
月
２

回
ず
つ
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
、
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
（
右
写

真
）、ヨ
ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
シ
ン
チ
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ（
左
写
真
）

を
使
っ
て
、
ヨ
ウ
素
１
３
１
、
セ
シ
ウ

ム
１
３
４
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
を
測
定

し
て
い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
（
日
本
海
沖
）
産
の
農
畜

水
産
物
で
、
こ
れ
ま
で
に
検
査
し
た
も

の
は
、
玄
米
、
飼
料
用
米
、
ナ
シ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
、
牧
草
、
サ
ワ
ラ
、
マ
ア
ジ
、

ス
ル
メ
イ
カ
、
養
殖
ブ
リ
で
、
す
べ
て

の
品
目
が
放
射
性
物
質
不
検
出
で
し

た
。
今
後
も
、
府
内
の
ミ
ズ
ナ
、
九
条

ね
ぎ
な
ど
の
野
菜
を
は
じ
め
、
豆
類
、

果
物
類
、
肉
類
、
稲
わ
ら
な
ど
に
つ
い

て
順
次
実
施
し
ま
す
。

　
検
査
結
果
は
、
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【http://w

w
w
.pref.kyoto.jp

】

内
の
「
食
の
安
心
・
安
全
き
ょ
う
と
」

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
き
ょ
う
と

食
の
安
心
・
安
全
情
報
」
で
も
、
府
の

取
り
組
み
に
関
す
る
報
告
や
調
査
・
検

査
結
果
を
隔
週
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。（
※
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
ア
ド

レ
ス
は
、
ペ
ー
ジ
右
下
を
ご
覧
下
さ
い
）

　
府
で
は
、
府
民
の
皆
さ
ん
に
「
食
品

表
示
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
「
京
都
府
く
ら
し
の
安

心
推
進
員
養
成
研
修
」
を
開
催
し
ま
す

（
12
月
７
日
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
）。

　

研
修
を
受
講
し
た
か
た
を
、「
き
ょ

う
と
食
の
安
心
・
安
全
協
働
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し

て
登
録
し
、

食
の
安
全
に

関
す
る
情
報

を
身
近
な
人

に
提
供
し
て

い
た
だ
く
と

と
も
に
、
日

常
の
買
い
物

な
ど
で
見
か

け
た
食
品
表

示
が
適
切
に

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
食
品
表
示
の
欠
落
な
ど
が
あ
れ

ば
、
情
報
を
京
都
府
へ
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。　

　
ま
た
、
食
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の

施
策
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
協
働
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
の
意
見
交
換
会
や
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
し
ま
す
。

　
京
都
府
で
は
、
放
射
性
物
質
の
検
査
結
果
な
ど
、
食
の
安
心
・
安

全
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
府
民
の
皆
さ
ん
を
協

働
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
食
に
対
す
る
安
心
感
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

放
射
性
物
質
検
査
は
月
２
回
、

今
後
は
豆
類
、
肉
類
で
も
実
施

　そもそも、糖尿病って何？　
　食事により取り込まれた糖分は、最終的にブドウ糖（血
糖）として血液中に供給され、人間（細胞）が活動する
ためのエネルギー源となります。このとき、ブドウ糖の濃
度（血糖値）をインスリンというホルモンが調節しています。
　肥満や遺伝的な要因によってインスリンの働きが弱くな
ると、血糖が細胞の中に届かずに血液中に残ってしまい
ます。これが、『糖尿病』です。

　なぜ糖尿病になるといけないの？
　過度に血液中に残った血糖は、血管を次第に傷付け、
血管障害や動脈硬化を進行させます。自覚症状はほとん
どないため放置してしまいがちですが、身体の機能に支
障をきたして合併症を引き起こすことがあるため、注意が
必要です。特に、３大合併症 ( 注）による症状は生活の
質を大きく損ない、時として命に関わる危険性もあります。
　初期の合併症は、血糖コントロールにより進行を防ぐ
ことができます。ところが、ある段階を超えると、どんな
に血糖コントロールをよくしてもどんどん進行してしまいま
す。現時点では残念ながら進行した合併症を治す（元の
状態に戻す）ことはできません。進行してしまう前に早期
発見し、予防（血糖コントロール）することが重要です。

　　　　　　　（注）３大合併症

　予防のための食事と運動
食事編
①主食（糖質）は適量を
　ご飯でも、パンでも、麺類でも、何を食べても良いで
すが、ご飯なら「この茶わんに１杯」などと量を決めて食
べ過ぎないようにしましょう。
②主菜（肉、魚、卵、納豆）は１日トランプ２枚分
　主となるおかずは、たんぱく質を含む食材から選びま
す。量は、１日にトランプの大きさで２枚くらい。２種類だっ
たら、半分ずつにします。１日３回の食事で分けて選びま
しょう。
③副菜（野菜）は１食３種類
　少なくとも、野菜は１食に３種類食べましょう。そのう
ちの１つは、緑黄色野菜を入れましょう。野菜は、３回の
食事にいつも必要です。すべての野菜の量に対して、緑
黄色野菜が３分の１以上入るのが目安です。
④お助け食材をストックしよう
　乾燥キクラゲや切り干しダイコン、ワカメ、ヒジキ、干
しシイタケ、冷凍野菜などは、野菜不足を補う〝お助け食
材〟です。保存ができますので常備しておきましょう。

運動編
　運動することによって、インスリンの働きがよくなり、
血糖をコントロールしやすくなります。下図のスポーツを
参考に、自分に無理のない運動を毎日続ける習慣をつけ
ましょう。
　インスリンが効率的に働くのは、運動に使われた部分
の筋肉だけなので、全身の筋肉を満遍なく使うことがで
きる運動が最適。身体に酸素を取り入れながら行う有酸
素運動がおすすめです。

　
　糖尿病は、日本人の死亡原因第１１位の病気であり、放置すると脳卒中や虚

きょ

血
けつ

性
せい

心
しん

疾
しっ

患
かん

などの原因となったり、重大な合併症を招いたりする恐れがありま
す。適切な量の食事と継続した運動で、糖尿病を予防しましょう。

●神経障害
　　合併症の初期症状として発症すること
　が多く、手足がしびれるなどの症状が出
　てくることがあります。放置すると、歩行
　困難になったり、心

しん
筋
きん
梗
こう
塞
そく
を引き起こした

　りすることもあります。

●網
もう

 膜
まく

 症
　　最悪の場合、失明に至ることもあります。
　成人の失明原因の第１位となっています。

●腎
じん

　　症
　　糖尿病性腎症は、人工透析が必要にな
　る原因の第１位となっています。

http://www.mag2.com/
m/0000229580.html

http://mini.mag2.com/
pc/m/M0065891.html 

メルマガ登録          

京都府くらしの安心推進員養成研修
日時：12 月 7 日（水）
        １４時 40 分～15 時 40 分
場所：アグリセンター大宮（大宮庁舎横）
内容：①最近の食の安心・安全に関わ
            るトピックス

②食品表示、確認するポイントは？
応募：定員 30 人。1週間前までに電話、
          はがき、ファクシミリ、Ｅメールでお
　　   申込みください。
受講料：無料

   お申し込み・お問い合わせ
   〒 602-8570　（住所不要）
　    京都府　食の安心・安全推進課
　     ☎ 075-414-5654
　　      075-414-4982
　         shokuanzen@pref.kyoto.lg.jp

参加者には、「くらしに役立つ食品
表示ハンドブック」を差し上げます。

き
ょ
う
と
食
の
安
心
・
安
全   

     

協
働
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

サイクリング

軽いジョギング

エアロビクス

ウォーキング

水泳

「
食
の
安
心
・
安
全
」
の
情
報
を
共
有
。

市
内
の
農
産
物
、
放
射
性
物
質
は
不
検
出

 

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局

　
　
農
林
商
工
部
企
画
調
整
室

　
　
　
（
☎
６
２
‐
４
３
１
５
）

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

　 : 健康推進課（☎ 69-0350）

放射性物質の測定器を用いて検査する様子 (右写真は緑色、左写真は赤色の機械が測定器）



　
京
都
駅
31
番
ホ
ー
ム
か
ら
特
急
「
は
し
だ

て
」
に
乗
り
込
む
。
丹
後
弁
が
ド
、
ド
ー
ッ

と
私
の
耳
に
押
し
寄
せ
て
く
る
。
な
ぜ
か
ほ

っ
と
す
る
。
列
車
の
中
、
も
う
そ
こ
は
紛
れ

も
な
く
〝
丹
後
”
だ
っ
た
。

　

か
れ
こ
れ
20
年

は
た
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
横
浜
の
友
人

を
案
内
し
て
丹
後
を
回
っ
た
と
き
の
こ
と
で

あ
る
。
初
め
て
耳
に
す
る
丹
後
弁
に
異
邦
人

の
よ
う
に
反
応
し
て
い
た
友
人
は
、
高
校
の

国
語
の
教
師
。
バ
ス
の
中
や
市
場
、
私
の
家

で
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
「
標
準
語
で
は
何
と

言
っ
て
い
る
の
？
」

と
質
問
し
っ
ぱ
な

し
だ
っ
た
。
実
は
、

方
言
を
授
業
に
使

っ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
た
よ
う
だ

っ
た
。

　
友
人
の
丹
後
弁

へ
の
評
価
は
、
意

外
な
も
の
だ
っ

た
。「
表
現
が
丁

寧
で
と
て
も
上
品
な
言
い
回
し
な
上
に
、
す

ご
く
可
愛
ら
し
く
も
聞
こ
え
て
、
好
き
」
と

褒ほ

め
て
く
れ
た
の
だ
。
私
に
と
っ
て
の
丹
後

弁
は
、
た
だ
単
に
田
舎
言
葉
で
あ
り
、
ダ
サ

イ
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
彼
女
の
反
応
に

は
い
さ
さ
か
驚
か
さ
れ
た
。

　
丹
後
弁
を
褒
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
最

初
で
最
後
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
私
は
日
常
生
活
の
中
で
息
子
と

丹
後
弁
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
。
多
分

私
は
、
丹
後
弁
で
癒
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

丹
後
弁
の
会
話
の

面
白
さ
は
、
語
尾
の

抑
揚
に
特
徴
が
あ
っ

て
、
何
か
あ
い
ま
い
と
い
う
か
、
常
に
聞
き

手
を
意
識
し
た
り
、
同
意
を
促
し
た
り
す
る

よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
こ
と
だ
。
私
流
に

少
し
意
地
悪
な
見
方
を
す
れ
ば
、
相
手
を
立

て
る
心
遣
い
に
重
ね
て
、
保
身
と
も
思
え
る

小こ

利り

口こ
う

さ
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
も
思
え

て
く
る
。
本
質
的
に
は
、
京
都
弁
と
似
た
も

の
を
持
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
京
都
に

住
む
友
人
た
ち
は
「
そ
れ
は
違
う
」
と
答
え

る
人
ば
か
り
だ
が
…
。

　
丹
後
弁
の
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
の
会
話
は
、

丹
後
人
の
気
質
に
も
大
い
に
影
響
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
思
う
と
、
ま
た
一
段
と
丹
後
弁
が

い
と
お
し
く
も
な
る
。

　
「
あ
ほ
う
げ
な
こ
と
を
、
よ
う
け
き
ゃ
あ
て
、

悪
か
っ
た
な
あ
～
あ
」。

▼
10
月
号
の
特
集
「
古
都
と
京
丹
後
」
で
、
も
っ
と

多
く
の
か
た
に
丹
後
の
食
材
の
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
丹
後
に
来
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
っ
て
大
切

で
す
。
も
っ
と
、
深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
【
大
宮
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
10
月
号
の
特
集
「
古
都
と
京
丹
後
」
は
、
京
丹

後
出
身
の
人
た
ち
が
都
会
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

【
網
野
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
10
月
号
の
特
集
「
古
都
と
京
丹
後
」。
本
当
に
古

都
と
京
丹
後
を
つ
な
ぐ
役
割
を
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
本
当
に
地
元
を
愛
し
、
京
丹

後
の
食
材
を
古
都
に
広
げ
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い

で
す
。
よ
り
良
い
食
材
づ
く
り
を
京
丹
後
で
頑

張
っ
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

【
久
美
浜
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
10
月
号
の
特
集
「
古
都
と
京
丹
後
」
で
、
京
丹

後
市
の
人
が
京
都
市
で
、
地
元
の
野
菜
や
魚
を

使
っ
て
店
を
出
し
て
、
京
丹
後
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
10
月
号
は
、
京
丹
後
の
味
が
全
国
で
味
わ
え
る

お
店
の
紹
介
も
あ
り
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　
【
丹
後
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
10
月
号
の
広
報
紙
、
良
か
っ
た
で
す
。
ま
ず
特
集

「
古
都
と
京
丹
後
」。
そ
う
い
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が

都
市
に
も
あ
る
こ
と
や
オ
ー
ナ
ー
の
コ
メ
ン
ト
に

説
得
力
が
あ
っ
て
、
よ
く
理
解
で
き
る
企
画
で
し

た
。
ま
た
、「
生
命
の
絆
」
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
写

真
が
多
く
て
良
か
っ
た
で
す
。
町
の
活
気
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
企
画
と
美
し
い
写

真
に
期
待
し
ま
す
。

　
【
久
美
浜
町
・
50
代
・
男
性
】

▼
11
月
19
日
の
「
ザ
イ
ラ
ー
夫
妻
の
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
」

は
、
ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い
で
す
。
美
山
に
行
か
な

く
て
も
見
ら
れ
る
の
は
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

　
　

ま
た
、
丹
後
出
身
の
人
が
、
京
都
市
内
で
店

を
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、
す
ご
く
良
か
っ
た

で
す
。
こ
の
機
会
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
改
め

て
丹
後
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

【
峰
山
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
生
命
の
絆
を
見
ま
し
た
。
早
く
孫
の
顔
が
見
た
い

で
す
。　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
を
毎
号
楽
し
み
に
拝
見
し
て

い
ま
す
。
介
護
生
活
真
っ
た
だ
中
な
の
で
家
で
い

ろ
い
ろ
な
話
題
が
見
ら
れ
て
幸
せ
で
す
。
毎
日
、

頭
と
手
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　
【
丹
後
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
広
報
紙
で
京
丹
後
市
の
こ
と
が
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
分
か
り
、
楽
し
く
読
め
ま
す
。

　
【
久
美
浜
町
・
20
代
・
男
性
】

▼
広
報
紙
で
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
よ
く
分
か
っ

て
感
謝
で
す
。
市
内
に
星
が
観
測
で
き
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
か
。
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
【
大
宮
町
・
80
代
・
女
性
】

▼
弥
栄
病
院
で
白
内
障
の
手
術
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
担
当
医
は
、
緊
張
し
て
い
る
私
に
優
し
い

言
葉
を
か
け
、
安
心
感
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
、
弥
栄
病
院
に
い
て
く
だ
さ
い

ね
。　
　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
先
日
、
旧
浜
詰
小
学
校
の
塩
江
地
区
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
な
つ
か
し
い
旧
友
に
会
っ

て
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
ん
な
機

会
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

（
峰
山
町
新
町
）

 

松ま
つ

本も
と 

俊と
し

和か
ず 

さ
ん（
63
）

近畿公民館連絡協議会
優良職員表彰

（三津小学校　4年生）
稲
い な

岡
お か

 祐
ゆ う

希
き

 君

市火災予防ポスター
特　選

そのほかの入選者

 井本 彩
さ

来
ら

さん（網野北小）
 坪井 優奈さん（網野南小）

 原　 侑
ゆう

花
か

さん（大宮第一小）
（鳥取小学校　2年生）

宇
う

野
の

 遥
は る

香
か

 さん

府統計グラフコンクール
京都府知事賞

府農山漁村伝承技能者登録
　
京
都
府
が
、
府
内
で
優
れ
た
生
産
技
術
（
作

物
栽
培
な
ど
）・
生
活
技
能
（
郷
土
食
な
ど
）

を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
を
技
能
者
と
し
て
登
録

す
る
も
の
で
、
本
市
か
ら
は
次
の
２
人
が
登
録

さ
れ
ま
し
た
。（

峰
山
町
鱒ま
す

留ど
め

）

 

德と
く

田だ 

德と
く

次じ 

さ
ん（
73
）

（
大
宮
町
三
重
）

 

谷た
に

川が
わ 

美み

代よ

子こ 

さ
ん（
73
）

　　
「
ク
マ
の
出
没
が
○
○
地
区
で
増

え
て
い
ま
す
」
と
い
う
無
線
放
送
が

あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
「
○
○
地
区

の
△
△
神
社
近
く
で
」
と
い
う
よ
う

に
、
具
体
的
な
場
所
を
放
送
し
た
ほ

う
が
、
住
民
が
注
意
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。 

【
住
所
、
年
齢
不
明
、
性
別
・
男
性
】

　　

ク
マ
は
、
エ
サ
が
な
い
と
き
に
は

広
範
囲
に
移
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
ク
マ
が

目
撃
さ
れ
た
場
所
だ
け
で
な
く
、
そ

の
周
辺
を
広
く
注
意
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
地
区
名
で
放
送
し
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
危
険
な
状
況
に
よ
っ
て

は
、
場
所
を
特
定
し
て
放
送
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。　
【
農
林
整
備
課
】

　
福
島
原
発
の
事
故
を
受
け
、
京
丹

後
市
内
で
も
大
気
中
の
放
射
線
濃

度
の
測
定
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

【
住
所
、
年
齢
、
性
別
不
明
】

　　

京
丹
後
市
内
の
大
気
中
の

放
射
線
濃
度
は
、
京
都
府
が
峰

山
総
合
庁
舎
（
峰
山
町
丹
波

８
５
５
番
地
）
に
移
動
可
能
型

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置

し
、
定
期
的
に
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

測
定
結
果
は
、
京
都
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
災
害
・
気

象
情
報
」
欄
）
か
ら
も
京
都
府
の

当
該
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。

　
　
　
【
環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課
】

　　　

網
野
庁
舎
前
の
駐
車
場
を
車
庫

の
よ
う
に
私
的
に
利
用
し
、
常
駐
し

て
い
る
か
た
が
い
ま
す
。
公
共
の
駐

車
場
な
の
で
、
無
断
で
私
的
な
常
駐

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
【
住
所
、
年
齢
、
性
別
不
明
】

　　

公
共
施
設
を
み
ん
な
が
気
持
ち

よ
く
利
用
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
の
モ
ラ
ル
が
大
切
で
す
。

　

モ
ラ
ル
を
守
り
、
駐
車
場
な
ど
の

公
共
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

  【
網
野
市
民
局
】

※
本
市
（
日
本
海
沖
）
産
の
農
畜
水
産

物
に
つ
い
て
の
放
射
性
物
質
の
測
定
結

果
は
、
12
ペ
ー
ジ
の
京
都
府
の
ひ
ろ
ば
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

１階が埋まるほどの大雪に見舞われた昭和 11
年 2 月７日当時の成瀬さんの生家前

ク
マ
が
出
没
し
た
場
所
を
詳

し
く
放
送
し
て

網
野
庁
舎
前
駐
車
場
を

私
的
に
利
用
し
な
い
で

府
峰
山
総
合
庁
舎
で
測
定
し
、

公
表
さ
れ
て
い
ま
す

ク
マ
は
広
範
囲
に
移
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

み
ん
な
の

ご
意
見
箱
か
ら

声

市
内
で
も
放
射
線
濃
度
の

測
定
を

み
ん
な
が
利
用
す
る
た
め
に

モ
ラ
ル
を
守
っ
て

成
なる

瀬
せ

　範
のり

子
こ

 さん（75）
横浜市泉区在住
峰山町出身（旧姓：木成）
京丹後ふるさと応援大使

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

い
と
お
し
い
丹
後
弁

　
平
成
12
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
地
区
公
民
館

主
事
と
し
て
活
躍
。
地
域
で
の
子
ど
も
の
体
験

活
動
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
長
年
の
功
績
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　「秋の全国火災予防運動」（11
月 9 日～15 日）の一環として、
市消防本部が市内の小学４年
生を対象に募集していた「火災
予防ポスター」で、たばこの煙
と火災を描いた稲岡祐希君のポ
スターが特選に輝きました。

　統計に親しみ、統計グラフの
表現技術の向上を目的に府が
統計グラフコンクールを開催。
　小学１、２年生の部で、京丹
後市と那覇市（沖縄県）の天候
や気温を比較した統計表を作
成しました。
　メリハリがあり、表現やグラフ
が見やすく、丁寧に仕上げられ
ていることなどが評価され、知
事賞に輝きました。 

作品タイトル
「たんごとなはのお天気しらべ」

　三重生活改善グループに所属し、
福神漬けを改良した「かあちゃん漬
け」を開発するなど、加工技能が優
れていると評価されました。

【登録技能名】ケイトウ栽培
　ケイトウ栽培の先駆的な技術導
入を行い、独自の技術改善を進め
るなど、栽培技能が優れていると評
価されました。

【登録技能名】漬け物加工

【
新
山
地
区
公
民
館
主
事
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

142011.112011.1115
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自助・共助の連携で

災害に立ち向かう
　東日本大震災から約８カ月。大きな地震と津波を受けた被災地
では、復興へ向けた取り組みが進められています。大災害を経験
したいま、いつ・どこで遭遇するか分からない災害に対して、私た
ちができること、私たちがすべきことについて考えてみましょう。

　
災
害
が
起
こ
れ
ば
、「
自
助・共
助・公
助
」

と
い
わ
れ
る
多
く
の
力
が
結
集
し
な
け
れ

ば
、
復
旧
・
復
興
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
中
で

も
「
公
助
」
は
、行
政
が
行
う
支
援
活
動
で
、

被
災
者
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
力
で
す
。

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
官
公
庁

や
消
防
・
警
察
な
ど
が
同
時
に
被
災
し
、
本

来
担
う
べ
き
公
助
の
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
災
害
が
起
こ
る
と
、
助
け
る
側
が
同
時

に
被
災
者
と
な
り
、「
被
災
者
が
被
災
者
を

助
け
る
」
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
す
。

■
助
け
る
側
も
被
災
者

津波で被災した南三陸町（宮城県）の防災対策庁舎

　
建
物
の
下
敷
き
に
な
る
な
ど
で
多
く
の

犠
牲
者
が
出
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

消
防
・
警
察
な
ど
の
到
着
が
遅
れ
る
状
況

に
あ
る
中
、
同
じ
く
被
災
し
た
近
所
の
人

た
ち
が
協
力
し
て
、
倒
壊
し
た
建
物
の
中

か
ら
多
く
の
人
を
助
け
出
し
ま
し
た
。
そ

の
数
は
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど
が

救
助
し
た
人
数
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の

で
、
生
存
者
の
救
出
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
助
け
を
求
め
る
人
の
一
番
近
く
に
い
る

の
は
、
地
域
の
中
で
も
隣
近
所
の
か
た
な

ど
身
近
な
人
た
ち
で
す
。

　
近
所
の
人
た
ち
が
協
力
し
、
自
分
た
ち

の
手
で
助
け
合
お
う
と
す
る
「
近き

ん
助じ

ょ
」
の

力
が
、
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
命
を
救

い
、
ま
た
私
た
ち
自
身
を
守
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

「近
きん
助
じょ
」の力で2万 7,000人を救助

　阪神淡路大震災では、建物の
下敷きになるなどの自力脱出困
難者が約3万5,000人いたとい
われており、その内77㌫の約 2
万7,000人は家族や近隣住民に
よって助け出されました。
　以来、身近な人が助け合う「近

きん

助
じょ
」という考えが注目され、身近

にあるバールや車用のジャッキを
活用するなど、自主防災への取り
組みが活発
になりま
した。

阪神淡路大震災で倒壊家屋に閉じ込められた人を近所の人が
協力して救出する様子（提供：阪神大震災を記録しつづける会）

■
「
近
所
」
で
「
近き
ん

助じ
ょ

」

平成 23年 6月から
すべての住宅に
住宅用火災警報器
の設置が義務化
されています

たんごの風５０号

阪神淡路大震災
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い
ざ
と
い
う
時
に
「
近
助
」
の
力
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
近
所
付
き

合
い
が
大
切
で
す
。

　
日
常
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
行
わ

れ
る
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

防
災
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
で
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
家
族
に
助
け
を
必
要
と
す
る
人
が

い
る
こ
と
や
、
近
所
に
体
の
不
自
由
な
人
や

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
な
い
か
な
ど
、
お
互

い
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
「
近
助
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　　

他
地
域
か
ら
の
災
害
応
援
な
ど
、「
公

助
」
の
体
制
が
整
う
ま
で
に
は
、
約
３
日

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
助
け
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
・

近
所
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
助
け
合
い
、

こ
の
３
日
間
を
乗
り
切
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
大
き
な
災
害
を
前
に
す
る
と
、
一
人
の

人
間
が
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ
の
関
心
や
防
災

へ
の
意
識
を
持
ち
、
家
族
や
地
域
を
守
る

た
め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
で
も
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
が
近
所
の

意
識
に
つ
な
が
り
、
地
域
全
体
の
防
災
意

識
に
つ
な
が
り
ま
す
。
支
え
合
っ
て
、
災

害
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
脳の

う
梗こ

う
塞そ

く
は
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
病
気
で
、

日
本
で
は
寝
た
き
り
状
態
に
な
る
原
因
と

し
て
第
１
位
の
病
気
で
す
。

　

脳
梗
塞
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り

ま
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
で
す
。
も
し
①

片
方
の
顔
や
手
足
が
し
び
れ
る

②
片
方
の
目
が
見
え
に
く
い
③

ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
な
ど
の
症

状
が
起
こ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
脳

梗
塞
の
前
触
れ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
迷
わ
ず
す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
①
～
③
の

症
状
は
、
数
分
程
度
で
治
ま
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
治
ま
っ

た
後
も
頭
の
中
で
は
病
気
が
進

行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」

と
考
え
ず
、
早
く
行
動
（
治
療
）
す
る
こ

と
が
、
後
遺
症
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
を
予
防
す
る
た
め
に
は
生
活
習

慣
の
見
直
し
が
大
切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
や
適
度
な
運
動
な
ど
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

■
日
ご
ろ
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を

■
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

■
３
日
間
を
乗
り
切
る
力

絆き
ず
な

の
連
鎖

救急一口メモ

「脳
のう
梗
こう
塞
そく
」の前触れを見逃さない

迷
わ
ず
救
急
車
を

市消防本部救命救急士

原　光
ひろ み
海

手
を
取
り
合
い
、
支
え

合
い
ま
し
ょ
う

救
急
講
習
な
ど
で
応
急
手
当

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う

家
族
や
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
で
避
難
経
路

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

2011年 11月



　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
、あ
る
市
民
の
か
た
か
ら
、「
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
載
っ
て
い
る
の
は
、
多
く
が
本
市
出
身
の
市
外
に
住
ん
で

い
る
か
た
で
す
。
こ
れ
で
は
本
市
に
住
ん
で
い
る
か
た
が
載
ら
な

い
の
で
は
？
」
と
〝
ご
意
見
箱
〟
に
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
先
月
（
10
月
）
号
は
た
ま
た
ま
本
市
出
身
の
か
た
の
掲
載
希

望
が
多
く
（
半
数
）
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
希
望

者
す
べ
て
の
か
た
を
掲
載
し
ま
す
（
お
断
り
は
し
ま
せ
ん
）
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
16

日
、
あ
み
の
八
丁
浜
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
あ
り
、
市
内
や

京
阪
神
か
ら
約
７
５
０
人
が
出
場
。
八
丁

浜
周
辺
の
海
岸
沿
い
を
快
走
し
ま
し
た
。

　

網
野
北
小
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す

る
２・５
㌔
、
５
㌔
、
10
㌔
、
ハ
ー
フ
（
約

21
㌔
）
の
４
部
門
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

招
待
選
手
と
し
て
国
際
大
会
な
ど
で
活

躍
し
た
網
野
町
出
身
の
田
茂
井
宗
一
さ
ん

と
志
水
見
千
子
さ
ん
も
レ
ー
ス
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
各
部
門
の
一
位
・
敬
称
略
）

【
２・５
㌔
の
部
】出い

で

口ぐ
ち 

光ひ
か
る（

与
謝
野
町
）【
５

㌔
の
部
男
子
】
浜
野 

怜れ
ん

（
宮
津
市
）【
同

女
子
】
志
水
杯
▼
木
村 

円ま
ど

佳か

（
本
市
久
美

浜
町
）【
10
㌔
の
部
男
子
】
田
茂
井
杯
▼
藤

村 

耕こ
う

大だ
い

（
本
市
網
野
町
）【
同
女
子
】
藤

井 

雅
子
（
兵
庫
県
加
東
市
）【
ハ
ー
フ
男

子
】市
長
杯
▼
松
尾 

哲あ
き

裕ひ
ろ（

与
謝
野
町
）【
同

女
子
】
同
▼
勢せ

籏は
た 

は
る
み
（
舞
鶴
市
）

145人が車いすでさわやかな汗

あみの八丁浜ロードレース大会

沿
道
の
声
援
を
受
け
懸
命
に
走
る
選
手

（
途
中
ヶ
丘
公
園
）

①５㌔、10㌔、ハーフマラソ
ンの選手約 400人が一斉にス
タート②海岸沿いを軽快に走
る選手たち（2.5㌔の部）

　７５０人が海岸沿いを快走

山
口
国
体
の
結
果

　
第
66
回
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
、
優
秀

成
績
を
収
め
た
、
市
内
在
住
・
在
学
・
出
身

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

第
３
回
京
丹
後
市
車
い
す
駅
伝
大
会

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
10
月
16
日
、

市
役
所
峰
山
庁
舎
周
辺
で
開
催
さ
れ
、

29
チ
ー
ム
１
４
５
人
が
車
い
す
リ
レ
ー

で
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
前
を
発
着
と
し
た
小
西
川
沿

い
を
周
回
す
る
１・２
㌔
の
コ
ー
ス
。
１

チ
ー
ム
５
人
が
車
い
す
を
つ
な
ぎ
、
申
告

予
測
タ
イ
ム
と
実
際
に
か
か
っ
た
タ
イ
ム

の
差
の
少
な
い
チ
ー
ム
が
高
順
位
と
な
る

レ
ー
ス
。
今
年
は
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
さ

か
」が
タ
イ
ム
差
３
秒
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
、
第
20
回
京
丹
後
市
駅
伝
競
走
大

会（
市
小
学
校
体
育
連
盟
な
ど
主
催
）が
、途
中
ヶ

丘
公
園
周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
児
童
た
ち

が
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　
市
内
29
校
か
ら
35
チ
ー
ム
２
８
０
人
が
出
場
。

４
～
６
年
生
男
女
３
人
の
混
合
６
人
で
６
区
間

計
12
・７
㌔
の
距
離
を
競
い
、橘
小
が
46
分
30
秒

の
大
会
新
記
録
で
２
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

３
位
ま
で
の
入
賞
校
は
下
記
の
と
お
り
。

京
丹
後
市
小
学
駅
伝
競
走
大
会

橘
小
が
２
連
覇

優　勝　橘　小　46 分 30 秒 ( 大会新)
準優勝　溝谷小　48 分 22 秒
３　位　長岡小　48 分 30 秒

久美浜湾で39 人が熱戦

大会を盛り上げたマスコットキャラク
ター

《大会結果》
優　勝　フルーツ王国やさか　3 秒差
準優勝　チームたんき　34 秒差
３　位　オーちゃんと美女軍団　47 秒差

京丹後市車いす
駅伝大会

ジュニアカヌー
スプリント秋季大会

　
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ

ン
ト
秋
季
大
会
（
市
教
育
委

員
会
主
催
）
が
10
月
22
日
、

久
美
浜
湾
カ
ヌ
ー
競
技
場
で

行
わ
れ
、選
手
た
ち
は
力
い
っ

ぱ
い
パ
ド
ル
を
こ
ぎ
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

京
丹
波
町
と
本
市
久
美
浜

町
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
と
和

知
中
（
京
丹
波
町
）、
久
美
浜

中
か
ら
39
人
が
出
場
し
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

力いっぱいパドルをこぐ選手たち

試合結果〈各部門 1 位・敬称略〉　（Ｋ…カヤック　Ｃ…カナディアン）
▶小学 4 年生以下Ｋ－1男子　安井堅士朗（久美浜ジュニア）▶同女子　松田あおい（久美浜ジュニア）
▶小学 5・6 年生男子Ｋ－1　上田大

たい
賀
が

（和知ジュニア）▶同女子　野間知
ち

里
さと

（和知ジュニア）▶中学
生Ｋ－1男子　村野武広（久美浜中）▶同女子　梅原佐

さ
公
く

（和知中）▶中学Ｃ－1男子　鎌
かま

田
た

龍
りゅう

（久
美浜中）▶Ｋ－２男子　村野武広・浦野亮太（久美浜中）▶同女子　梅原佐公・片山みなみ（和知中）

全
国
大
会
出
場
者

　
こ
の
秋
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
に

出
場
し
た
、
市
内
在
住
・
出
身
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
第
82
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
】（
10
月
22
日

～
11
月
１
日
／
大
阪
市
西
区
・
京
セ
ラ
ド
ー

ム
大
阪
）

▽
日
本
新
薬
（
京
都
市
）
内
野
手
・
田
中
一か

ず
八や

（
23
）（
福
智
山
成
美
高
卒・峰
山
町
五
箇
出
身
）

【
第
26
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
】（
10

月
29
日
～
30
日
／
徳
島
県
石
井
町
）

▽
女
子
ト
リ
プ
ル
ス
・
家
原
綾
乃
（
70
）、
藤

村
泰や

す
子こ

（
69
）、
井
上
紀
子
（
55
）

10月22日

10月16日

10
月
22
日

10月16日生まれてきてくれてありがとう

　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹
介します。ご応募いただいたかたすべてを掲載しています。どしどしご応募
ください。詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

《
レ
ス
リ
ン
グ
》（
10
月
２
日
～
５
日
／
山

口
県
周
南
市
）

▽
少
年
男
子
55
㌔
級
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ

ル
②
高た

か

谷た
に

大
地
（
網
野
高
２
年
）
▽
同
60
㌔

級
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
①
伊
藤
和
真
（
網
野
高

２
年
）
▽
同
66
㌔
級
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
②
水

野
真
斗
（
網
野
高
１
年
）
▽
同
１
２
０
㌔
級

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
⑤
吉
井
智と

も

仁ひ
と
（
網

野
高
３
年
）

《
カ
ヌ
ー
》（
10
月
６
日
～
９
日
／
山
口
県
岩

国
市
）

▽
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
（
２
０
０
㍍
）
決

勝
③
畑
中
博ひ

ろ

貴き

（
久
美
浜
高
２
年
）・
高た

か

谷や

琢
人
（
同
２
年
）
▽
同
（
５
０
０
㍍
）
④
畑

中
・
高
谷
▽
少
年
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア

（
２
０
０
㍍
）
決
勝
⑥
能
勢
慎
太
郎
（
久
美
浜

高
２
年
）・
片
山
（
綾
部
高
）【
京
都
選
抜
】
▽

同
（
５
０
０
㍍
）
⑦
能
勢
・
片
山
【
同
】

磯上 颯
そう

太
た

ちゃん（男の子）
９月生まれ・3,320㌘
母：由

ゆ

美
み

さん　父：正
まさ

尚
なお

さん

（大阪府貝塚市 /実家：峰山町長岡）

山松 もかちゃん（女の子）
９月生まれ・2,914㌘
母：恵

え

里
り

さん　父：宏
ひろ

基
き

さん

（峰山町菅）

東
あずま

 琉
りゅう

生
き

ちゃん（男の子）
９月生まれ・2,668㌘
母：まどかさん　父：修

しゅう

平
へい

さん

（網野町島津）

松田 晴
はる

斗
と

ちゃん（男の子）
９月生まれ・3,888㌘

母：香
か

奈
な

子
こ

さん　父：幸
こう

治
じ

さん

（丹後町中浜）

石田 優
ゆ

利
り

愛
あ

ちゃん（女の子）
９月生まれ・2,978㌘
母：留

る

美
み

子
こ

さん　父：宏
ひろ

志
し

さん

（大宮町善王寺）

田中 陸
りく

翔
と

ちゃん（男の子）
９月生まれ・3,460㌘
母：友

とも

子
こ

さん　父：豊
とよ

隆
たか

さん

（網野町島津）

さと
がえ
り

　

昨
年
10
月
４
日
、
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

加
盟
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、
４
日
か
ら
８
日
ま

で
の
５
日
間
を
か
け
て
、
経

ヶ
岬
（
京
丹
後
市
）
か
ら
白

兎
海
岸
（
鳥
取
市
）
ま
で
を

歩
く
、〝
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
１
１
０
㌔
ウ
ォ
ー
ク
〟
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
は
、
間
人
中
の
生
徒

や
一
般
の
か
た
54
人
が
、
経

ヶ
岬
に
集
ま
り
琴
引
浜
ま
で

の
26
㌔
の
道
の
り
を
、
屏
風

岩
や
立
岩
、
琴
引
浜
な
ど
の

ジ
オ
サ
イ
ト
を
見
学
し
な
が

ら
歩
き
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

世界認定　　　 記念

日本海を眺めながら海岸沿いを歩く間人中の
生徒たち（丹後町袖志）

110
㎞
ジ
オ
ウ
ォ
ー
ク
で

景
観
楽
し
む

１周年

182011.112011.1119



　
多
久
神
社
は
、平
安
時
代
の『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』（
律

令
の
施
行
細
則
）
に
そ
の
名
が
登
場
す
る
古

い
神
社
で
す
。
現
在
地
に
は
、
今
か
ら
５
７
０

年
ほ
ど
前
に
移
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
神
は
、〝
万
病
を
治
す
酒
”
を
造
っ
た
と

さ
れ
る
豊と

よ

宇う

賀か

能の

売め
の
み
こ
と命で
す
。
そ
の
た
め
明

治
時
代
に
な
る
ま
で
は
、
天
酒
大
明
神
と
称

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
秋
の
祭
礼
に
は
、
丹
波

の
芝
む
く
り（
京

都
府
登
録
文
化

財
）
が
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
石
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ

に
本
殿
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
本
殿
は
、
文

化
８
年
（
１
８
１
１
年
）
の
火
災
の
後
、
文

化
11
年
ま
で
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
大
工
は

小お

原ば
ら

村む
ら

（
現
在
の
弥
栄
町
吉
沢
）
の
吉
岡
嘉か

兵へ

衛え

と
地
元
の
丹
波
村
の
清
八
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
本
殿
は
、
一い

っ

間け
ん

社し
ゃ

隅す
み

木き

入い
り

春か
す

日が

造づ
く
り

と
呼
ば

れ
る
形
の
も
の
で
、
屋
根
は
こ
け
ら
葺ぶ

き
と

な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
を
彫
刻
で
飾
り
、
正

面
に
唐か

ら

破は

風ふ

を
付
け
る
手
法
は
、
丹
後
地
域

の
江
戸
時
代
の

社
寺
建
築
の
特

徴
で
す
。

　

ま
た
、
大
工

と
し
て
伝
わ
る
吉
岡
嘉
兵
衛
は
、
興こ

う

法ぼ
う

寺じ

本

堂
（
弥
栄
町
吉
沢
）
や
縁え

ん

城じ
ょ
う

寺じ

多た

宝ほ
う

塔と
う

（
峰

山
町
橋
木
）
な
ど
の
棟と

う

梁り
ょ
う

を
勤
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）
に
は
、

大
雪
で
覆お

お
い

屋や

が
倒
壊
し
、
さ
ら
に
同
年
３
月

７
日
の
北
丹
後
地
震
（
丹
後
震
災
）
で
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
修
理
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
多
久
神
社
本
殿
は
、
丹
後
震
災
の
後
に
新

し
く
建
築
さ
れ
た
神
社
本
殿
が
多
い
中
、
数

少
な
い
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
し
て
貴
重

な
点
が
評
価
さ
れ
、
平
成
16
年
３
月
19
日
付

け
で
京
都
府
登
録
文
化
財
（
建
造
物
）
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

本市から府代表として出場
　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
辞

退
し
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
県

を
除
く
44
都
道
府
県
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
軽
可
搬
ポ
ン
プ
に
ホ
ー
ス

を
つ
な
い
で
放
水
し
、
火
点
（
標

的
）
を
倒
す
ま
で
の
正
確
さ
と
速

さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
チ
ー
ム
は
、
約
５
カ
月

間
に
及
ぶ
訓
練
で
学
ん
だ
操
法

技
術
を
披
露
。
各
担
当
番
員
が

き
び
き
び
と
キ
レ
の
あ
る
動
き
や

ホ
ー
ス
展て

ん

張ち
ょ
う

（
伸
ば
し
）
な
ど
力

を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
袖
長
隊
長
は

「
結
果
は
、
入
賞
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
消
防
技
術
の
向
上

や
、
チ
ー
ム
内
の
絆
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
消
防

団
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

全国女性消防操法大会

チ
ー
ム
一
丸
で
力
出
し
切
る

10月 19日
横浜市で開催

　
第
20
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
（
消
防
庁
、
㈶
日
本
消

防
協
会
主
催
）
が
10
月
19
日
、
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
）
で
あ
り
、
京
都
府
の
代
表
と
し
て
、
京
丹
後
市

女
性
消
防
隊
（
袖
長
照
美
隊
長
・
８
人
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

「
宝
く
じ
助
成
」
で

消
防
関
連
備
品
を
整
備

指
揮
者
の
号
令
で
、
操
法
を
披
露

す
る
市
女
性
消
防
隊
（
10
月
19
日
）

　
宝
く
じ
の
普
及
を
推
進
し
て
い
る
㈶
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
地
域
防
災
組
織
育
成

助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
消
防
関
連
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。

▶可搬式消防ポンプ　TF305SH（写真）
▶吸水管40φ×4.5ｍ金具付▶けん引
ロープ10φ×10m▶消防用ホース40φ
×20m　1.3MPa　国検▶台車　DSN-S
（横型）▶簡易組立水槽600L　3号　
中継金具付▶ヘルメット▶長靴など

隊 　 長 　袖長 照美さん
指 揮 者 　山下 理恵さん
１ 番員　中村 恵美さん
２ 番員　朝倉 えりかさん

３ 番員　中島 理恵子さん
４ 番員　山本 真琴さん
補 充 員 　由良 飛鳥さん
隊　員　吉岡 紀子さん

京丹後市女性消防隊の皆さん

差 出 有 効 期 間
平 成 23 年 12 月
2 日 ま で

切手を 貼らずに
この ままお 出し
ください

京
都
府
京
丹
後
市
峰
山
町
杉
谷
８
８
９
番
地

京
丹
後
市 

秘
書
広
報
広
聴
課
　

「
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
」
編
集
係 

行

峰山支店
承　認

266

627-8790
料金受取人払郵便

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線

切 り 取 り 線

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線

京
丹
後
市
の
文
化
財 

6７

（
峰
山
町
丹
波
）

多た

久く

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん

建物を彫刻で飾り、正面は唐
から

破
は

風
ふ

造りの本殿

（
文
化
財
保
護
課
）

丹
後
震
災
に
耐
え

　

現
存
す
る
神
社
本
殿

ご応募ください

投稿封筒の作り方
①点線の切り取り線に沿ってはさみで切り取ってください。
②書いた文章が内側になるように二つ折りにしてください。
③のりしろにのりを付けて貼り付けてください。

どしどし

　2012 年新春企画として、市民のかたが参加する紙面づく
りを計画しています。
　そこで、「正月」をテーマとして、皆さんから「決意」や
「夢」、「目標」についての作文、また、それらを表現した「川
柳」、「イラスト」などを募集します。応募作品は「広報きょ
うたんご１月号（12月 22 日発行予定）」で紹介したいと考
えています。
　裏面の「応募の方法」をご参照の上、どしどしお寄せく
ださい。

2012 年新春企画

みんなの声「わたしの正月」

皆さんの声をお待ちしています
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11月図書館カレンダー

　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で 5人のかたに
図書カード 500円分をプレゼント！

「依遅ヶ尾登山」で山頂で参加者が一斉に放ったものは。「○○○」
弥栄町吉沢区で○○年ぶりに太鼓輿が復活
市小学校駅伝で○○学校が2 連覇を達成

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字
や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤
電話番号 ⑥広報紙の感想やイラスト、まちづ
くりへの提言などを明記して、秘書広報広聴課
まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、いただい
た感想やイラストは広報紙に掲載することがあ
ります。※6番目の項目も忘れずご記入ください。

11月 24 日（木）当日消印有効。当選者の発
表は来月号のこのコーナーで。

安達 里美さん（大宮町久住）

岡本 正子さん（網野町磯）

小牧 知子さん（峰山町荒山）

桜井 治代さん（丹後町宮）

野村 久栄さん（網野町浅茂川）

①文化祭　②食生活　③ 100

応募総数 17 人、正解者数 15 人でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

◆ 10月号当選者

◆ 10月号の答え

◆締め切り

◆応募方法

広報クイズ

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 2 3
4 5 6 7 8 9 10

12
1

問 1
問 2
問 3

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線

切 り 取 り 線

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線

の
り
し
ろ

のりしろ

のりしろ

　「暮しの手帖」誌に連載されたエッ
セイ集。日々の出来事やさりげないお
しゃれのこと、周りの人への心遣いな
どの話を1月から12 月まで月ごとに紹
介。人を穏やかに優しい気持ちにさせ
てくれるすてきな本です。

　ラチはとても弱
よわ

虫
むし

で怖
こわ

がりの子
こ

ど
も。ある日

ひ

現
あらわ

れた赤
あか

い「らいおん」
に鍛

きた

えられ、勇
ゆう

敢
かん

な子どもになって
いくラチ。強

つよ

くなることが優
やさ

しくなる
こと、夢

ゆめ

をかなえるためには強くならければならないことをさり
げなく伝

つた

える、世
せ

界
かい

中
じゅう

で愛
あい

されている絵
え

本
ほん

です。

☆子どもの読書は重要
　子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学
び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊
かなものにし、人生をより深く生きる力を身に
付けていく上で必要とされ、その重要性が注
目されています。
☆本の貸し出しは３０代が８万点
　右のグラフは、平成 21年と22 年の市内
で図書を貸し出した数を年齢ごとに表してい
ます。
　30 代が８万点を超えていますが、子ども
向けの本も併わせて借りていることなどが主
な要因と考えられます。
　また、１０歳未満の子どもの貸し出し点数
が前年度に比べ減っています。
　市立図書館では、市域が広い本市では自
力で来館できない子どもが多いことから、個
人向けの貸し出しだけでなく、保育所や幼稚
園、小学校（＝団体など）へ計画的に本を貸
し出し、子どもの読書活動を推進しています。

市立図書館の年齢別利用状況

■ラチとらいおん マレーク・ベロニカ／文・絵
 徳永康元／訳　福音館書店

■すてきなあなたに 大
おお

橋
はし

鎮
しず

子
こ

／著
暮しの手

て

帖
ちょう

社

今月のおすすめ

市職員人事異動

異動  ［11月1日付 ] ※カッコは前所属

毎月 15日 は
「京丹後市・防犯の日」

弥栄病院 技術部 臨床検査技師
　　　　　野木　晴代

（久美浜病院 技術部 臨床検査技師）

久美浜病院 技術部 臨床検査技師
　　　　　久代　直美

（弥栄病院 技術部 臨床検査技師）

「カギかけ」などの身近
な防犯対策について、
再度ご確認ください。

23 2011.11

図書館だより

6以下 7－9 10－12 13－15 40－4930－3923－2919－2216－18 団体など70以上60－6950－59

（万点）
9.0

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0

2.17
1.69

4.86

0.280.39
0.760.75

2.782.67

3.66

0.31 0.22

8.12
8.45

1.15

5.014.84

3.37
3.22

3.10

3.40

1.441.50

8.09
8.37

1.21

（歳）

… 平成２１年 … 平成２2 年

◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

《応募の方法》
➊決意・夢・目標の投稿
 ・200 字から 400 字程度にまとめ、タイトルを付けてください。
➋川柳 ( せんりゅう)
 ・正月にまつわるあれこれを「5・7・5」で表現してください。
➌イラスト
 ・正月を連想させるものや 12 年の干

え

支
と

（辰）などを描いてください。

★差出有効期間　平成 23 年 12 月 2 日（金）まで
　※この期間中は郵便切手は不要です。
★ E メール、FAX も可
　応募は、この用紙を郵便ポストへ投函いただく方法以外に、E メー
ル、ファクシミリ（この面をそのまま送信ください）でも行うことが
できます。  69-0901　  hishokoho@city.kyotango.lg.jp
　

★その他（ご注意など）
  ※写真（投稿者の顔またはイメージ写真・➊については投稿内容

のイメージ写真）も同封してください。
　※左記のテーマを募集しますが、そのほか広報紙への感想やまち

づくりへの提言などをお寄せいただいても結構です。

　※住所・氏名・年齢・電話番号・匿名希望の有無（有の場合・
ペンネーム）を明記してください。

詳しくは、  秘書広報広聴課へ　☎ 69-0110

【住 所】京丹後市　　　　町　　　　　　　番地

【氏 名・ふりがな】 

【年 齢】　　　歳【電話番号】( ☎　　－　　　　　）
匿名希望の有無　　有・無
　有の場合　ペンネーム　（　　  　　　　　　　　　　）

投稿作品（複数可）
□決意・夢・目標　　　□川柳　　　□イラスト

作品タイトル

⇨
点
線
を
軸
に
内
側
に

折
り
込
ん
で
く
だ
さ
い

住所は町名と行政区名。年齢は年代。氏名は本名
か匿名の希望に応じてペンネームを掲載します。

　投稿内容の確認のため、広報担当から投稿者のかたへ
直接電話をさせていただく場合があります。
　個人情報は、お問い合わせや「2012 年新春企画みん
なの声」以外には利用しません。
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若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

前 部 長 西
に し

田
だ

 優
ゆ う

奈
な

さん（３年）　　　　　　　　　
　　　　　	宮津市須

す

津
づ

前副部長	竹
た け

中
な か

 絵
え

理
り

さん（３年）
　　　　　　　　　　　　	 大宮町口大野

▼
文
化
、
芸
術
の
秋
と
い
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、「
国
民
文
化

祭
・
京
都
２
０
１
１
」
に
は
参

加
さ
れ
ま
し
た
か
？
私
は
、
10

月
30
日
（
日
）
の
「
小
町
ろ
ま

ん
『
短
歌
大
会
』」
に
参
加
し
て
、

１
万
７
１
５
９
通
の
応
募
の
中

か
ら
入
選
さ
れ
た
か
た
の
短
歌

を
拝
見
し
ま
し
た
。ど
の
短
歌
も
、

私
の
心
の
中
に
す
ぅ
ー
っ
と
入
っ

て
き
て
、
楽
し
か
っ
た
り
、
苦
し

か
っ
た
り
し
た
情
景
が
目
に
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
▼
た
っ
た
31
文

字
で
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
表
現

で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
私
も
一
首
。

　
勢
い
で

　
　
走
り
続
け
る
我
を
見
て

　
　
「
ち
ょ
っ
と
休
め
」
と

　
　
　
香
る
ブ
ラ
ッ
ク　

▼
…
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
ま

せ
ん
ね
／
遼

男	 29,252人	 （－35）
女	 31,290人	 （－7）
計	 60,542人	 （－42）
世帯数	 22,221世帯	（＋4）
10月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳による。

人口・世帯数

　
峰
山
高
軽
音
楽
部
が
、
高
校
・
中
学
校
の

軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
「W

e are 
Sneaker Ages

」（
通
称
、ス
ニ
ー
カ
ー
エ
イ
ジ
）

の
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
に
出
場
す
る
。
今
冬
「
舞ま

い

洲し
ま

ア
リ
ー
ナ
」（
大
阪
市
此こ

の

花は
な

区
）
で
開
か
れ
る

夢
の
舞
台
で
、
軽
音
楽
の
頂
点
を
目
指
す
高
校

生
た
ち
の
素
顔
に
迫
っ
た
。

♦　
　
♦　
　
♦

　
こ
の
大
会
は
、
昭
和
54
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今

年
で
32
回
目
。
全
国
の
軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ
が
集

う
〝
甲
子
園
〟
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。「
信
頼
、

友
情
、
感
動
を
手
に
し
、
照
れ
る
こ
と
な
く
感
謝

の
言
葉
を
言
え
る
こ
と
」
が
テ
ー
マ
の
一
つ
。
リ

ズ
ム
や
歌
唱
力
な
ど
に
加
え
て
、
応
援
す
る
部

員
も
含
め
た
マ
ナ
ー
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
審
査
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
特
徴
の
コ
ン
テ
ス
ト

だ
。
バ
ン
ド
単
位
で
活
動
し
て
い
る
同

部
に
と
っ
て
は
、
部
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
唯
一
の
機
会
で
も
あ
る
。

　
バ
ン
ド
編
成
は
、
部
員
58
人
の
中
か

ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
２
、３

年
生
の
男
女
11
人
。
チ
ー
ム
を
引
っ
張

る
前
部
長
で
メ
ン
バ
ー
代
表
の
西
田
優

奈
さ
ん（
18
）と
前
副
部
長
の
竹
中
絵

理
さ
ん（
18
）は
、
昨
年
の
グ
ラ
ン
プ

リ
大
会
の
出
場
経
験
者
で
も
あ
る
。

　

予
選
会
は
、
８
月
12
日
か
ら
10
日

間
に
わ
た
っ
て
大
阪
市
で
開
か
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
バ
ラ
ー
ド
と
ア
メ
リ

カ
ン
ロ
ッ
ク
の
２
曲
で
挑
み
、
優
秀
賞
校
（
予
選

ブ
ロ
ッ
ク
１
位
）
に
選
ば
れ
た
。
参
加
１
１
９
校

中
５
位
と
い
う
全
体
成
績
で
、
２
年
連
続
３
回
目

の
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

　
「
こ
の
仲
間
と
な
ら
夢
は
か
な
う
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
っ
て
（
予
選
会
を
終
え
て
）
率
直
に
思
え
ま

し
た
」。
優
奈
さ
ん
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
の
目

標
を
１
位
に
据
え
た
。「
今
年
は
自
信
が
あ
り
ま

す
」
と
、絵
理
さ
ん
も
頂
点
を
狙
っ
て
い
る
。「
自

信
が
持
て
る
だ
け
の
練
習
を
積
ん
で
き
た
」
と
二

人
は
胸
を
張
る
。

　
彼
女
た
ち
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
、
地
元
の
イ
ベ

ン
ト
で
演
奏
す
る
な
ど
、
活
動
の
場
も
増
え
た
。

今
夏
の
「
フ
ェ
ス
タ
飛
天
」
で
は
、
息
の
合
っ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
10
月

末
に
市
内
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
）
観
光
連
盟
国
際
会
議
で
の
夕
食

会
で
は
、
関
係
者
た
ち
を
前
に
堂
々
と
演
奏
す
る

な
ど
多
く
の
経
験
を
積
み
、技
術
を
磨
い
て
き
た
。

　
「
挑
戦
す
る
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
り
、
信
頼
し
合
え
る
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
に

巡
り
合
え
ま
し
た
」（
優
奈
さ
ん
）。「
気
持
ち
が
一

つ
に
な
れ
ば
、
言
葉
を
交
わ
さ
な
く
て
も
分
か
り

合
え
る
ん
だ
っ
て
実
感
し
て
い
ま
す
」（
絵
理
さ
ん
）。

外
部
顧
問
の
山
田
勝ま

さ
るさ
ん
（
40
・
峰
山
町
古ふ

る

殿ど
の

）

は
「
自
己
満
足
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
の

心
に
響
く
演
奏
を
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。
家
族
や

部
活
仲
間
の
声
援
が
、
メ
ン
バ
ー
を
後
押
し
す
る
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
は
12
月
25
日
。
予
選
会
を

勝
ち
抜
い
た
20
校
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
、
支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の
思

い
を
込
め
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
。

（
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sneakerages.jp/

）

グランプリ大会出場を決めたメンバーたち（前列右端が西田
優奈さん、同右から3 番目が竹中絵理さん。2列目右端は顧
問の木下美幸教諭、後列右端は外部顧問の山田勝さん）

手洗い・うがい・消毒で風邪を未然に防ぎましょう
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軽
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子
園
へ
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